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人文学部・人文社会科学研究科　文化学科　文化基礎研究　ヨーロッパ・地中海研究

教授 村上 直樹 (むらかみ なおき)

カテゴリ) 歴史･社会･地理・文化、教育学･心理学･哲学、社会理論、思想

《一言アピール》 学際的な観点から、制度と社会の一般理論及び意味の一般理論の構築に取り組んでいます。

制度論をベースとする社会理論の構築

制度を制度体、制度的相互行為、ルール、複合的制度に区分し、それらの組み合わせとして社会を記述し
ていく理論の構築。制度の生成過程や変動過程も視野に入れた包括的な理論構成を目指している。

意味現象の解明

応用分野

心脳関係論

日本社会学会 日本記号学会

所属学会

著書

日本記号学会編: 記号学研究18, 聲・響き・記号,東海大学出版会,1998（分担著）pp. 181-191

論文

〈私〉の消去の後に1～8：性起としての世界と人間. 人文論叢:三重大学人文学部文化学科紀要, 22～29 (2005～2012)

制度体の理論. 人文論叢:三重大学人文学部文化学科紀要, 20: 173-191 (2003)

意識システムの自己言及的作動と意味世界の産出. 人文論叢:三重大学人文学部文化学科紀要, 17: 101-121 (2000) 
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三重大学人文学部文化学科ヨーロッパ・地中海研究(教員紹介)

西欧における主体の系譜学の研究

ウェーバー、アルチュセール、フーコー、ジジェクらによって展開されてきた主体論を体系的に整理する
試み。整理の枠組みとしては、ラカン派の精神分析理論を使用する。

言葉に限らず事象一般の意味現象を体系的に説明する理論の構築。神経心理学の研究成果も取り入れ、意
味と身体の関係についても一定の見解を呈示することを目指す。

三重大学教員紹介 http://kyoin.mie-u.ac.jp/profile/2253.html

☆詳細は、HPをご覧ください。
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